











































































　「答である文章」と、その文章を解釈して、そこから逆に導き出された「その文章を成立させる問」とは、解釈が妥当であれば、表裏の関係にあり、対応関係にある。別の言い方をすれば、 「答である 」は、それ相応の「文章を成立させる問」 を解釈させる契機を持っているのでこのように、 「答である文章」が、それ相応の「文章を成立させる問」を解釈させる契機を持っていることをを成 が「答であ 文章」に潜在していると見るのである。
　



















































は「当該文にこういう形態が来 と、後続文にこういう予測を誘発しやすいというその形態」を帰納して「予測の型」にまめた。しかし、その「型」をいきなり生徒に教え込む は避けたい。む ろ、 「予測 型」の研究方法と同じく、 生徒に「内省」を促し、自分自身で「問い」を発見させるこ に重点 置
大小は不明なので、結果的に「小さな問い」となることが判明した問いも軽んずるべきではない。　
また、 「問い」 には後続文を読むことによって解決する 「問い」






























「後続文の予測」 、次の文に移って「先行文と当該文の関係の把握」 「当該文の理解」 「後続文の予測」 、さらに次の文に移って「先行文と当該文の関係の把握」 「当該文の理解」「後続文の予測」というプロセスが、その文章が読み終わるまで延々と繰り返されることになる。
　
読者は一文一文読みながら、当該文を理解しつつ、後続文を
予測する。したがって、厳密に言うなら、一文ごとに心に浮かんだ疑問を書き留めていくのが真の 「内省」 で、 事実、 石黒の 「予測の型」は石黒自身と五人の研究協力者の「内省」を主として帰納されたものである
（注９）
。














15行目 「わたしはりつぜんとしたのだ」 に着目し、 「な






















































　「題名から始めて、一行、一行立ち止まりながら読んで」用意したプリントの記入欄に浮かんだ疑問を書きとめるよう指示した。思いの外、生徒はスムーズに「問い」 始 たが、全く思い浮かべることのできない生徒も三割～四割程度い 。　「 『問い』を浮かべる力と『読む』力は比例する。最初はつまらない 『問い』 でもよい。とにかく疑問を心に浮かべてみよう。 」と励ました。疑問を一つくら は書く生徒が増えた。また、 「この後、四人グループで話 合うが、考えゼロの人が何人集 ってもゼロ。しかし、
0.5の人が四人集まれば、１くらいにはなる



















































































ずだが、 「四人で話し合って、その共通性の高いものから発表しなさい」と指示すると、 「文章との対話」 い 側面が強くなるためか、出てくる「問い」は、事前 教材研究で予想したものとかなり一致した。　
まず、 事前の準備で教材を貫く「問い」として期待したのは、15行目「私はりつぜんとするのだ」に着目した、 「私がりつぜ
んとしたのはなぜ 」である。 のだ」 いう強い判断があり、しかも理由が述べられてい い場合、読み手は必然的に「なぜ？」という疑問を持つ。
15行目の表現は、こうした後続文に
三八





のか」といった表記への着目 「６行目はなぜ一行で一 のか」といった連の設定への着目である。前者 、すぐそ 場で取り上げ、原爆という話題に関する「読者との共通の前提」づくりとしたが 後者のよ な問いを べて取り上げる時間的な余裕はない。そこで、検討を割愛したこれらの 問い 次時で教科通信にまとめて「生徒自身で発見した 問い」 着眼点」として紹介するこ で済ませた。　
第一次の第二時は、既に述べたように、生徒の発見した「問
い」 に関わる解説と着眼点の整理で終え 自分 ちの 「問い」がどう位置づけられるのか、生徒は興味深そうであっ 。　
第一次の「問い」 発見については、非常にスムーズに学習






























































































































方こそ「文学」で多用され 表現であ こ を教科通信にまとめて解説した。　
Ｄについては、 「今の人が油断しているから」といった解答















いるのかと思いました。でも、 授業をしていて作者は 「自分たちと同じよう 油断していた」ことが伝えたいんだなと思いました。
○まとめがなかなか正解に近かったのでうれしかったで

































































































































着眼点をまとめた際、題名への着眼は全クラスで認められたが、副題への着目は極めて少数 クラスにとどまったため、補足の意味で指導者が例示 た。 「よ 」とは「関連して」であるから、作者は広島の原爆 写真に「関連して」 、別のことを述べようとしているはずだ、 いう解釈を示した。最終連の解釈に役立てようという意図 例示である。
　
17　
前掲書注
10　
五四頁参照
　
18　
黒田三郎の『紙風船』の最終行「うつくしい
　
願いごと
のように」も同様であるように思われる。
（えんどう
　
せつお／岡山県立西大寺高等学校教諭）
